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前年度比 ８００万円の減額（０．１７％減）

令和５年度　一般会計予算

歳入歳出　４８億８００万円

■主要事業
  ( 単位：千円 ) ※千円未満切り捨て

予
　
　
算

事　　業　　名　　等 予算額

個人情報ファイル簿 Web 台帳整備支援業務委託 《新規》2,090

空き家等利活用事業 （改修支援、片付け支援、取得支援、家賃支援） 5,600

移住促進奨励金（世帯のみ） 《新規》6,000

乗合バス運行事業（路線バス運転管理委託経費等） 21,711

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業 32,901

ふるさと納税促進事業 37,463

福祉医療費助成（障害者・ひとり親世帯及び子どもの医療助成） 47,119

タクシー利用券交付事業（集落高齢者・高齢者等お出かけ支援タクシー利用券交付） 5,718

子育て支援金（出産祝金、育児支援金、入学祝金） 《新規》15,200

出産・子育て応援交付金（国 2/3・県 1/6） 2,000

健康増進事業（各種健診と保健指導等） 45,935
有害鳥獣駆除対策 17,894

地域おこし協力隊事業 9,366
営農改善対策（下仁田ねぎ祭り開催費等） 4,995

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業補助金 6,400
ぐんま緑の県民基金事業 14,661

森林経営管理事業（森林環境譲与税を財源とした森林整備費等） 25,971
県単林道改良事業（林道稲含高倉線・七久保橋倉線・奥山六車線・東平線） 30,000
デジタル田園都市国家構想対策費（災害情報共有システム整備費、ドローン導入費、
道路台帳電子化業務委託費、法定外公共物情報電子化委託費、水道台帳データ整備費） 《新規》64,115

林業担い手育成支援事業補助金 3,000

観光施設等修繕費 3,360
地域経済活性化アドバイザー業務委託料 《新規》5,600

防災対策予防伐採 10,000
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事　　業　　名　　等 予算額

維持補修工事（町道等維持補修工事　5 ヶ所、町道 0203 号（細萱）線） 11,000

丈量測量・設計業務委託料（町道 2281 号（諸沢）線、外トンネル点検２抗） 24,850
道路改良工事（町道 0110 号（三本木）線） 22,000

補修設計業務等委託料（町道 4120 号線（小河原橋）外 5 橋、橋梁点検　150 橋） 61,880
橋梁補修工事（町道 4120 号線（小河原橋）、町道 0214 号線（3007 号橋（相沢地内））、
町道 4063 号線（4109 号橋（四ツ家地内）） 17,743

水道本管布設替等事業 37,741
各団地床 . 排水 . 屋根．建具等修繕（通常修繕分、スカイハイツ１戸改修、東団地３戸改修） 11,574

吉崎団地改修工事（吉崎団地　1 戸 改修） 6,287
消防自動車購入（水槽 900ℓ積載車（第 4 分団第 1 部）） 29,728

地域防災計画改正版 4,807
ICT 整備及び利活用、英語教育の推進 22,808

馬山多目的集会施設建設工事（馬山多目的集会施設建設工事） 《新規》56,000
文化ホール変電設備修繕 4,025

荒船風穴新規集客事業 《新規》4,000
荒船風穴落石対策工事（国庫）（荒船風穴落石対策工事） 7,676

春秋館跡土蔵 1 仮設屋根設置工事（国庫）（春秋館跡土蔵 1 仮設屋根設置工事） 3,861
荒船風穴サイン整備工事（町単）（総合案内板 2 基、解説標識 1 基） 1,320

学校給食費（給食費無償化） 13,200
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予
　
算

３
月
定
例
会
の
概
要

▼
７
日
　
開
会
日

　

会
期
を
17
日
ま
で
と
す
る
決

定
及
び
一
般
質
問
１
名

・
全
員
協
議
会
（
議
案
）

▼
８
日
　
全
員
協
議
会

（
議
案
）

▼
９
日
　
議
案
の
上
程
・
採
決

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
全
２
件
の
同

意
・
下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
の

人
事
案
件
を
同
意

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
他
全
８
議

案
を
上
程
可
決

・
令
和
４
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号
）

や
令
和
５
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
予
算
他
全
11
議

案
を
予
算
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託

・
陳
情
１
件
を
全
員
協
議
会
で

協
議

▼
10
日
・
14
日　

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

▼
17
日
　
最
終
日
・
採
決

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
他
全
11

案
を
可
決

・
陳
情
１
件
を
継
続
審
査

審
議
結
果
は
６
・
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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▼
主
な
質
疑

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
歳
入
】

問　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

が
１
億
５
，
９
４
８
万
８
千

円
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
何

か
。

答　

歳
入
に
お
い
て
普
通
交
付

税
が
想
定
よ
り
増
え
た
こ
と

と
、
歳
出
に
お
い
て
不
用
額

が
出
た
こ
と
に
よ
り
歳
入
と

歳
出
の
差
額
が
大
き
か
っ
た

た
め
、
そ
の
分
を
積
立
て
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

問　

過
疎
債
が
増
え
た
要
因

は
。

答　

過
疎
債
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
次
申
請
の
際
に
全
国

で
要
望
額
が
多
か
っ
た
た
め

割
落
さ
れ
ま
し
た
が
二
次
申

請
で
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
分
一
般
財
源
に
余
裕
が
出

来
た
面
も
あ
り
ま
す
。

問　

地
方
交
付
税
が
６
千
万
円

ほ
ど
増
え
て
い
る
が
、
財
政

調
整
基
金
に
積
ん
で
い
る
の

か
。

答　

今
回
普
通
交
付
税
が
増
え

た
の
は
、
「
緊
急
経
済
対
策

費
」
と
い
う
こ
と
で
今
年
度

限
り
の
算
定
費
目
が
新
設
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
交
付
税

の
額
が
６
千
万
円
ほ
ど
増
え

て
い
ま
す
。
財
政
調
整
基
金

は
、
歳
入
と
歳
出
の
差
額
で

余
裕
が
出
来
た
分
を
積
立
て

て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

問　

共
同
調
理
場
運
営
で
配
送

車
購
入
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
説
明
を
。

答　

給
食
配
送
車
の
コ
ン
テ
ナ

部
分
が
当
初
見
積
り
よ
り
安

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
コ
ン
テ
ナ
部
分
は
自

動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
コ

ン
テ
ナ
専
門
の
会
社
へ
特
注

し
て
い
る
の
で
、
必
要
最
小

限
の
仕
様
に
し
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計

　
予
算

【
歳
出
】

問　

企
画
費
の
ふ
る
さ
と
納
税

促
進
事
業
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
管
理
運
営
委
託
料
が
昨

年
度
よ
り
40
万
円
の
増
、
ま

た
広
告
事
業
委
託
料
百
万
円

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
が
５
百
万

円
か
ら
１
千
万
円
に
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関

係
が
あ
る
の
か
。

答　

管
理
運
営
サ
イ
ト
を
増
や

し
て
お
り
管
理
運
営
費
が
増

え
て
い
る
点
、
ま
た
、
来
年

度
よ
り
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

な
ど
か
ら
は
手
数
料
を
５
％

か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
支
出
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
広
告
事
業

委
託
料
は
こ
れ
ま
で
に
計
上

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
の

増
加
に
向
け
て
広
報
を
強
化

し
た
い
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を

見
込
む
も
の
で
「
ね
ぎ
と
こ

ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
」

な
ど
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で

す
。

問　

消
防
事
務
費
の
消
防
団
員

自
動
車
保
険
に
つ
い
て
説
明

を
。

答　

大
雨
時
に
災
害
現
場
に
消

防
団
員
が
自
家
用
車
で
掛
け

つ
け
る
際
、
水
害
や
土
砂
に

巻
き
込
ま
れ
、
自
家
用
車
を

大
き
く
傷
め
る
事
例
が
全
国

的
に
多
発
し
た
こ
と
を
教
訓

に
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
の

指
導
で
、
消
防
団
員
の
車
両

災
害
保
険
へ
の
加
入
を
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

問　

消
防
施
設
費
の
消
防
詰
所

敷
地
賃
借
料
に
つ
い
て
説
明

を
。

答　

消
防
詰
所
14
箇
所
の
内
、

７
箇
所
が
賃
借
に
よ
り
お
借

り
し
て
い
る
用
地
で
す
。
残

り
の
７
箇
所
は
当
町
所
有
地

で
す
。

問　

消
防
詰
所
内
の
草
刈
等
は

消
防
団
が
行
う
の
か
。

答　

草
刈
等
敷
地
管
理
は
消
防

団
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
西
牧
防
災
広
場
内
に

あ
る
第
４
分
団
第
１
部
詰
所

は
用
地
が
広
い
た
め
、
シ
ル

バ
ー
人
材
に
草
刈
等
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

問　

文
化
ホ
ー
ル
運
営
の
修
繕

料
の
説
明
を
。

答　

文
化
ホ
ー
ル
変
電
設
備

の
高
圧
機
器
に
低
濃
度
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
お
り
、

２
０
２
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
ま
な
い
高
圧

予

算

決

算

特

別

委

員

会

予
算
質
疑

購入した給食配送車

ふるさと納税パンフレット
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予
算
質
疑 機

器
に
更
新
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
の
費
用
で
す
。

問　

町
施
設
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

も
の
は
他
に
は
な
い
の
か
。

答　

す
べ
て
更
新
が
済
ん
で
お

り
、
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文

化
ホ
ー
ル
が
最
後
で
す
。

問　

給
食
物
資
購
入
事
業
の
賄

材
料
費
の
う
ち
、
下
仁
田
の

地
元
野
菜
の
使
用
率
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　

下
仁
田
の
地
元
野
菜
を
使

用
す
る
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
甘

楽
富
岡
に
依
頼
し
、
下
仁
田

産
も
含
め
た
甘
楽
富
岡
産
の

野
菜
を
使
用
し
て
い
る
。
数

字
的
な
割
合
は
出
な
い
が
、

時
季
で
採
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
甘
楽
富
岡
産

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

意
見　

な
る
べ
く
地
元
食
材
を

取
り
入
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問　

広
域
医
療
対
策
事
業
の

内
、
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
看
護
学
校

負
担
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

負
担
金
内
訳
は
、
人
口

割
60
％
で
４
３
９
万
１
千

円

、

需

要

額

割

20

％

で

２
７
７
万
４
千
円
、
収
入
額

割
20
％
で
１
４
８
万
５
千
円

で
す
。

問　

看
護
学
校
に
下
仁
田
在

住
の
人
は
在
籍
し
て
い
る
の

か
。

答　

令
和
４
年
度
は
下
仁
田

在
住
の
方
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
令
和
３
年
度
は
下
仁
田

厚
生
病
院
勤
務
の
方
が
２
名

い
ま
し
た
。

問　

放
射
性
物
質
汚
染
対
策
事

業
は
全
額
国
庫
補
助
事
業
で

あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
放

射
能
の
濃
度
は
減
少
し
て
い

る
の
か
。

答　

町
内
各
所
の
除
染
し
た
場

所
と
除
染
し
た
土
壌
を
保
管

し
て
い
る
仮
置
場
の
測
定
を

し
て
い
ま
す
。
当
初
は
減
衰

傾
向
で
し
た
が
、
現
在
は
低

い
値
で
横
ば
い
状
態
で
す
。

問　

今
の
状
態
は
自
然
界
に
あ

る
放
射
線
量
の
状
態
の
よ
う

な
感
じ
だ
と
思
う
が
、
ど
の

く
ら
い
の
数
値
か
。

答　

０
・
０
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
く
ら
い
で
横
ば
い
状

態
で
す
。

問　

保
管
さ
れ
て
い
る
除
染
土

壌
自
体
の
放
射
線
濃
度
の
検

査
は
で
き
る
の
か
。

答　

仮
置
場
に
保
管
さ
れ
て

い
る
除
染
土
壌
は
、
袋
に
詰

め
て
土
を
被
覆
し
て
お
り
、

測
定
は
掘
り
起
こ
す
必
要
が

有
る
の
で
測
定
は
出
来
ま
せ

ん
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
委
託

料
の
内
訳
の
説
明
を
。

答　

下
仁
田
猟
友
会
に
対
し
て

出
動
費
・
弾
丸
費
・
各
種
有

害
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
際
の
報

償
費
・
罠
管
理
費
等
で
す
。

問　

捕
獲
単
価
が
他
市
と
比

べ
て
安
い
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
点
は
承
知
し
て
い
る
の

か
。

答　

報
償
費
に
つ
い
て
は
。
現

在
、
猟
友
会
事
務
局
と
相
談

し
な
が
ら
決
定
し
て
お
り
、

今
後
も
意
見
を
聞
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
　
　

　
険
特
別
会
計
予
算

【
歳
出
】

問　

歳
入
歳
出
予
算
事
項
別

明
細
書
の
県
支
出
金
が
前
年

対
比
で
増
額
し
て
い
る
理
由

は
。

答　

保
険
給
付
費
が
同
程
度
増

額
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
保

険
給
付
費
を
増
額
推
計
し
て

い
る
た
め
で
す
。
保
険
給
付

費
と
同
額
の
歳
入
県
支
出
金

が
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ

る
た
め
、
歳
入
県
支
出
金
が

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

保
険
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
推
計
が
示
さ
れ

る
も
の
か
。
町
で
算
出
し
た

も
の
か
。

答　

県
の
推
計
及
び
過
去
３
年

間
の
給
付
実
績
等
に
よ
り
町

で
算
出
し
た
も
の
で
す
。

問　

令
和
５
年
度
保
険
給
付

費
が
前
年
対
比
５
千
５
百
万

円
ほ
ど
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算

の
よ
う
に
余
剰
金
が
で
る
の

で
あ
れ
ば
、
増
額
の
必
要
は

な
い
の
で
は
。

答　

令
和
５
年
度
保
険
給
付
費

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

に
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
保

険
給
付
費
の
推
計
に
よ
り
増

額
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め

で
す
。
令
和
４
年
度
補
正
予

算
の
余
剰
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
予
算
で
支
払
っ

た
分
の
余
剰
金
の
精
算
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
令
和
５
年
度
水
道
事
業

　
会
計
予
算

【
歳
出
】

問　

通
信
費
の
携
帯
電
話
使
用

料
（
公
務
使
用
分
）
に
つ
い

て
前
年
度
は
浄
水
場
固
定
電

話
使
用
料
で
あ
っ
た
が
廃
止

し
た
の
か
。

答　

漏
水
等
現
地
か
ら
の
連
絡

手
段
と
し
て
、
個
人
携
帯
電

話
で
発
信
番
号
の
前
に
指
定

番
号
を
付
け
て
か
ら
発
信
し

ま
す
と
、
そ
の
通
話
料
金
を

公
務
分
と
し
て
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
宮
畑
浄
水

場
の
固
定
電
話
は
廃
止
し
ま

し
た
。

檻で捕獲したイノシシ



6２０２３ 春号

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　案

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

岡

田

邦

敏

木

暮

弘

元

岩

崎

正

春

千

野

榮

治

堀

口

博

志

岡

田

武

二

佐

藤

公

夫

審
議
結
果

1
下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について
（神戸俊 氏を選任）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問
1

人権擁護委員候補者の推薦について
（小井圡健一 氏を推薦）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問
2

人権擁護委員候補者の推薦について
（赤岡長治 氏を推薦）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

2

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につ
いて
桐生地域医療組合の名称が桐生地域医療企業団に変更
されるため、また、吾妻環境施設組合が新たに組織団
体になるため等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

3

富岡市甘楽郡介護認定審査会共同設置規約の変更に関す
る協議について
富岡市甘楽郡介護認定審査会委員の定数を２４人を２５
人に変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4
下仁田町国民健康保険条例の一部を改正する条例
（出産育児一時金４０．８万円から４８．８万円に改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

5
下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例
借換制度の利用に対する受付期限を令和５年３月３１日
から令和６年３月３１日に改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

6
下仁田町起業支援テレワークオフィスの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例
(下仁田町まちなかマルシェの使用に関する規定等の改正)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

7
下仁田町中小企業・小規模企業振興基本条例
中小企業・小規模企業の振興についての基本理念及び
施策の基本となる事項を定める等の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

8
下仁田町屋外運動場照明施設の設置及び管理に関する条
例を廃止する条例
（下仁田中学校校庭内設置の照明施設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9 町道路線の認定について（町道１路線の認定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10
令和４年度下仁田町一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出１億７，３５０万１千円追加し、総額５４億８，９
７６万３千円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11

令和４年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出５，３２５万９千円追加し、総額９億８，７０２万
７千円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12

令和４年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出４２９万７千円減額し、総額１億４，９０８万４千
円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13

令和４年度下仁田町介護保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出２，０４１万７千円減額し、総額１４億３,４３０
万円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14

令和４年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出１，１７９万４千円減額し、総額６，８０１万４千
円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15
令和５年度下仁田町一般会計予算
（歳入歳出総額４８億８００万円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16
令和５年度下仁田町国民健康保険特別会計予算
（歳入歳出総額９億８，８８７万２千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

審 議 結 果

３月定例会（７日～１７日開催）　　 ○は賛成、×は反対を表しています。
(佐藤博議長を除く 10 人で採決を行います。)

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

審
議
結
果



◆
富
岡
甘
楽
広
域
圏
議
会

　
令
和
５
年
３
月
定
例
会

　
　
（
２
月
22
日
開
催
）

・
令
和
４
～
６
年
度
消
防
本

部
・
富
岡
消
防
署
工
事
請
負

契
約
全
３
議
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

・
令
和
４
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
連
す

る
条
例
２
議
案

・
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協

議
・
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議

・
令
和
５
年
度
関
係
市
町
村
負

担
金
の
分
賦
割
合

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算
関

係
市
町
村
負
担
金
の
分
賦
割

合

・
令
和
５
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

　

・
教
育
長
並
び
に
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
全
２

議
案

　
　
全
会
一
致
で
同
意

◆
下
仁
田
南
牧
医
療

　
　
　
　
事
務
組
合
議
会

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
１
日
・
22
日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協

議
・
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
分
限
・
定
年
等
・
懲

戒
・
勤
務
時
間
、
休
暇
等
・

育
児
休
業
等
・
給
与
・
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
全
７
議
案

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
連
す

る
条
例
２
議
案

・
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
令
和
５
年
度
予
算

　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

　
　
　
　
施
設
組
合
議
会

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
１
日
・
22
日
開
催
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協

議
・
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
全
部
改
正

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
連
す

る
条
例
２
議
案

・
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
令
和
５
年
度
予
算

　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

広
域
圏
・
病
院
・
環
境
衛
生
議
会
ニ
ュ
ー
ス

7

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　案

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

岡

田

邦

敏

木

暮

弘

元

岩

崎

正

春

千

野

榮

治

堀

口

博

志

岡

田

武

二

佐

藤

公

夫

審
議
結
果

17
令和５年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算
（歳入歳出総額１億６，０９９万４千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18
令和５年度下仁田町介護保険特別会計予算
（歳入歳出総額１３億９，１５４万６千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19
令和５年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算
（歳入歳出総額９，９０７万円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20

令和５年度下仁田町水道事業会計予算
事業収益２億５，９８１万６千円、事業費用２億５，８
６０万６千円資本的収入８，２３０万６千円、資本的支出
１億５，８２８万５千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決（ ）

受付
番号

件　名 申請者
審議
結果

陳　情
第３号

国に「旧統一教会等による被害の防止・救済を求める意見
書」の提出を求める陳情書

日本国民救援会群馬県本部会長
吉野　晶

継続
審査

陳情の審査結果

審
議
結
果
・
各
議
会
ニ
ュ
ー
ス



一般質問とは

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明
を執行者に求め、町が町民のための適切な町政運営を進めているかチェックするものです。

下仁田町議会ホームページは、インターネット検索サイトで「下仁田町議会」と検索して下さい。

8２０２３ 春号

一
般
質
問

議
員　

令
和
３
年
４
月
に
新
し

い
防
災
マ
ッ
プ
が
全
戸
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
は
今
ま
で
何
回
か
。

総
務
課
長　

平
成
29
年
３
月
と

令
和
３
年
６
月
に
改
訂
し
、

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
は
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

災
害
が
想
定
さ
れ
る
際

に
、
町
か
ら
出
さ
れ
る
避
難

情
報
に
つ
い
て
は
。

総
務
課
長　

国
、
県
ま
た
気
象

庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
防
災

気
象
情
報
に
基
づ
き
発
表
し

て
い
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
は
１

か
ら
５
ま
で
の
５
段
階
で
す
。

防
災
気
象
情
報
の
大
雨
警
報
、

洪
水
警
報
、
氾
濫
警
戒
情
報

等
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
発

出
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
５
は
防

災
気
象
情
報
の
大
雨
特
別
警

報
、
氾
濫
発
生
情
報
等
が
発

生
さ
れ
た
と
き
に
発
出
し
、

直
ち
に
安
全
を
確
保
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議
員　

触
れ
て
分
か
る
視
覚

障
害
者
向
け
の
点
字
版
防
災

マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

総
務
課
長　

作
成
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

議
員　

視
覚
障
害
者
向
け
も
早

急
に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員　

防
災
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
、
防
災
教
育
を
年
間
に

何
回
開
催
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

令
和
３
年
度
に
下

仁
田
小
学
校
４
年
生
か
ら
出

前
講
座
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
に
も
同
じ

小
学
校
４
年
生
か
ら
依
頼
が

あ
り
、
防
災
教
育
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員　

町
に
は
防
災
士
が
何
名

お
り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

令
和
５
年
３
月
１

日
現
在
時
で
５
名
で
す
。

議
員　

町
に
は
防
災
組
織
が
あ

り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

１
地
区
、
川
井
地

区
で
す
。

議
員　

小
、
中
学
校
で
避
難
訓

練
は
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
火
災
・

地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
年
３
回
、
中
学
校
で
は
年

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
は
避
難
訓
練
を
含

め
て
、
日
常
的
な
安
全
教
育

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
学
校

に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
緊

急
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
学

校
と
も
協
議
し
、
具
体
的
な

計
画
を
令
和
５
年
度
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

議
員　

町
長
に
総
括
的
な
答
弁

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

下
仁
田
町
は
２
０
１
９

年
の
10
月
の
台
風
19
号
で
、

群
馬
県
で
も
歴
史
に
な
い
24

時
間
雨
量
６
２
７
ミ
リ
を
記

録
し
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
つ

ぶ
さ
に
見
て
、
本
当
に
災
害

の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
場
面
を
想
定
し
て
避
難

所
あ
る
い
は
対
応
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
災

害
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

中
で
、
町
民
の
安
全
・
安
心

を
求
め
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て

対
応
す
る
体
制
と
い
た
し
ま

す
。

議
員　

避
難
訓
練
は
大
切
で

す
。
ど
の
よ
う
に
町
民
を
守

る
か
、
日
頃
し
っ
か
り
と
訓

練
を
願
い
ま
す
。

問答
小
中
学
校
で
の
避
難
訓
練
の
実
施
は
？

年
に
２
～
３
回
実
施
し
て
い
る

木暮弘元　議員
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表
彰
・
行
事
報
告

第
40
回
か
ら
っ
風
駅
伝
大
会

　
令
和
５
年
３
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
下
小
校
庭
発
着

　

本
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

町
議
会
は
ウ
オ
ー
ク
の
部
に
３

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
選
手

は
心
地
よ
い
汗
を
流
す
と
と
も

に
、
結
果
は
１
・
２
・
３
位
を

独
占
す
る
好
成
績
を
果
た
し
ま

し
た
。
（
参
加
が
３
チ
ー
ム
で

し
た
）

　
　
　
　
　

（
全
議
員
対
象
）

富
岡
消
防
署
建
設
工
事

起
工
式令

和
５
年
３
月
28
日(

火)

　

富
岡
市
田
島
地
内
に
建
設
さ

れ
る
消
防
本
部
・
富
岡
消
防
署

の
建
設
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
鉄
骨
の
３
階
建
て
と
な

り
、
訓
練
棟
や
倉
庫
・
車
庫
・

自
家
給
油
所
等
も
併
設
さ
れ
ま

す
。

（
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長
・

社
会
経
済
常
任
委
員
長
参
加
）

自
衛
隊
新
町
駐
屯
地
創
設

七
十
二
周
年
記
念
行
事

令
和
５
年
４
月
１
日(

土)

　
　
　
自
衛
隊
新
町
駐
屯
地

（
議
長
参
加
）

第
十
二
旅
団
二
十
二
周
年
・

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地
創
設

六
十
四
周
年
記
念
行
事

令
和
５
年
４
月
８
日(

土)

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地

（
副
議
長
参
加
）

消
防
団
第
３
分
団
第
３
部

消
防
自
動
車
車
払
式
・

引
渡
式令

和
５
年
３
月
27
日(

月)

役
場
駐
車
場

　

総
務
省
よ
り
無
償
提
供
を
受

け
た
消
防
自
動
車
を
、
中
之
嶽

神
社
の
宮
司
に
よ
り
安
全
祈
願

の
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 

引
き
続
き
小
坂
地
区
の
第
３
分

団
第
３
部
（
東
野
牧
地
区
）
に

当
車
両
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

（
議
長
・
総
務
常
任
委
員
参
加
）

▼
表
彰

群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

■
一
般
表
彰

　
（
議
員
23
年
以
上
在
職
）

　
　
故 

島
﨑
紘
一
議
員

■
一
般
表
彰

　
（
議
員
23
年
以
上
在
職
）

　
　
千
野
榮
治
議
員

議 

員 

参 

加 

行 

事
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編
集
室
か
ら

　

緑
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
減
少
し
て
、
３
月

13
日
に
日
本
政
府
は
、
マ
ス

ク
着
用
は
個
人
の
自
由
と
決

定
。
全
国
各
地
の
学
校
は
卒

業
式
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
な

い
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
思

え
ば
コ
ロ
ナ
と
い
う
見
え
な

い
敵
に
怯
え
、
恐
れ
、
役
所

を
は
じ
め
各
関
係
者
が
そ
の

対
策
に
追
わ
れ
た
３
年
間
で

し
た
。
マ
ス
ク
を
外
せ
る
開

放
感
と
う
れ
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
不
安
も
残
り
ま
す
。

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て

出
か
け
る
機
会
も
増
え
ま
し

た
。
気
持
ち
が
緩
み
が
ち
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

収
束
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
三
密
を
避
け
手

洗
い
等
今
ま
で
ど
お
り
コ
ロ

ナ
対
策
を
忘
れ
ず
に
感
染
を

拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖
や
、
自

然
災
害
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
と
の
戦
争
な
ど
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
が
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優

勝
、
世
界
一
に
な
っ
た
こ
と

は
日
本
国
民
を
歓
喜
さ
せ
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
い
か

に
平
凡
な
生
活
が
幸
福
で

あ
っ
た
か
気
付
か
さ
れ
た
３

年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
健

康
で
普
通
の
生
活
が
送
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
、
日
々
を
過

ご
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

木
暮
弘
元

　

町
の
東
の
玄
関
口
下
仁
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
に
位
置
す

る
「
下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
」

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
町
が
中

心
と
な
り
紫
陽
花
苗
木
の
植
栽

に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
引

き
継
ぐ
形
で
、
地
域
有
志
を
中

心
に
「
紫
陽
花
を
育
て
る
会
」

が
発
足
し
、
栽
培
・
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
町
の
地
域
活
性

化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
内
で
は
、
紫
陽
花
約
２
万

株
、
サ
ル
ス
ベ
リ
約
１
千
２
百

本
が
植
栽
さ
れ
、
紫
陽
花
の
株

数
で
は
関
東
有
数
と
な
っ
て
お

り
、
毎
年
６
月
上
旬
か
ら
７
月

上
旬
ま
で
色
と
り
ど
り
の
紫
陽

花
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

年
々
来
場
者
数
も
増
え
続
け

（
令
和
４
年
度
過
去
最
多

１
４
，
４
６
５
人
）
町
の
主
要

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
頂
け
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　
☎
０
２
７
４-

64-

８
８
０
５

二
〇
二
三
年
　
春
号

（
第
　
101
　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

佐
藤　

博

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎
０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

議
会
だ
よ
り

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

大
手　

博
幸

副
委
員
長　

小
井
土
光
弘

委
員　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

岡
田　

邦
敏

　
　
　
　
　

木
暮　

弘
元

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

　
　
　
　
　

岡
田　

武
二

シ
リ
ー
ズ 

町
の
施
設
⑬

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園

議
会
だ
よ
り

　下仁田町議会では、町政への関心を
高めてもらうため、本会議の録画を６
月定例会よりホームページ・インター
ネット上で配信する予定です。

議会関連のお問い合わせは 

　　　　　　　☎0274-64-8810

議会だより、

会議録の他、町の情報は下記の

ホームページをご覧下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は６月です

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園

（
令
和
５
年
開
園
期
間
）

６
月
５
日(

月) 

か
ら

７
月
２
日(

日)

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
管
理
協
力
費

　
　

大　

人　

３
０
０
円

　
　

小
学
生　

１
０
０
円

　
　
（
小
学
生
未
満
無
料
）


